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自分と他人を分け

るもの

自分にとって他人

は必要か

人間は同じなのか

違うのか（共通点

と相違点）

エヴァンゲリオン

→自己と他者の融

合は理想か？→そ

うなりたいか？

自他の隔たりはあ

るのか

他人がいるから自

分がわかる

自分は宇宙→球の

中心

みんなが違う→人

だけの宇宙がある

自分を中心にする

か（自我、自己）

個人と個人の関係

か

自分は唯一無二で

はない
繋がり合っている

他者を通して自分

を認識する

自分の認識を通し

て他者を認識する

自分しかいなかっ

たら、自分しかな

い

身体、からだ

生まれ持ったもの、

性格、思考回路、

お金持ちか貧乏か

心、こころ

好きか、嫌いか

自分が他と違うこ

とを恐れる

生まれながら他人

（他者）を求める

心もち、感情他人を理解できる

か

流動的で変わりゆ

くもの
自と他は分けるも

のがあるが、似か

よったものがたく

さんある

原則は「違うも

の」

他人は対立的なも

のではない

個性的がいやだと

いう感覚はない

違っていていい

自分と他人は違っ

ている→苦しかっ

た

他者に認められた

い

受け入れてもらえ

るか不安

違わないことがわ

かり楽しかった

共通するものを探

している
でもその中で個性

が出てくる

自分の内側（心）

が外側の条件によ

り動いている



言葉がなかったら

他人は存在するか

存在よりもつなが

り合いたいが人間

の本性

自分寄りの他人を

探す

幸せを感ずる→好

まれている
いい人間になれる

よう→不可

もやもや、心の内

をおもんぱかる

よろこびを分かち

合いたい

人は分かり合うこ

とを求める

分かり合う→気持

ちいい

なぜ理解し合うこ

とを人は求めるか

言葉によって人は

人となった

求めあい、理解し

合うためにことば

ができた

個人のそれぞれの

意識の球（世界）

がことばを通じて

繋がり合う

世界は自分におい

て存在している

「理解」よりも

「信じてくれる」

→救われる

お互い理解し合う

ことにより成長す

る

理解できない、分

かり合えないを超

える

戦争を克服→平和

を希求

与えること→取る

こと、取ること→

与えることが期待

されている

ことば以前の自分

音楽、詩、絵など

の芸術
愛ともいえるが、

支配したいという

欲望ともなる

ただ自分 世界はことばだけ

ではなく、より深

く広いもの

偽善ともなる

日常は期待により

束縛されている

言葉には真偽があ

る

本当の自分

関係の中での自分


